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昭和49年度8～9月期ロケット打上げ

実験の評価について（報告）

●
●

　　昭和49年12月6日

宇宙開発委員会技術部会



は じ め に

○

○

宇宙開発委員会技術部会は，第一分科会において，東京大学宇宙航空研究

所が行った昭和49年麟飲観測ロケット実験の結果（三一の蘇を

除く，）及び宇宙開発事業団ホ行った第10回ロケット打上げ実験の結果を

●陥するために必騨術的弓について・昭和4ウ年朋25日以来慎

　　重鰯査審議を動てきたが，このたびその結果をと鍛とめたのセ報告す

　　る。

　　　な澄，今回の調査審議は，東京大学宇宙航空研究所関係としては，L－45C

・　一3号機の打上げ実験の結果，また，宇宙開発事業団関係としては、試験用

　　ロケヅト1号機の打上げ実験ID結果を対象とするものであるg

｝
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　　　　　　み一4rr略機の打キ騰は・竹ト積恥イ㌣豚1『

・・ ｾ斗「4騨噛階M喚ト噸撚ゆい嘩確　 “

　　　・三』師1た輝騨吻トであるマ．L一胆r「聯め轡雌1・

　　　　　元は∴それぞれ図り及び表19に示すと診り1で’ある。㍉’．，、”

　　　　　　D－4‘SCゴ3号騨・’手一4畠C－2号磯，難し｛主ζし畝．　’

　　　　　め諸点灘『つ画？1、　　　　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　①　第↑段飾ケジト’・にS．1’TVC用噴射液タングを装着している。』．●　　　　・．．，・卜，・　．　　．．　，．・’　　『
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　’嫡・．今願流町獅ため舛内船《才儲る・＼

　　　　　⑱第2馳ケッ’トにβ細v喋酋を聴して紡ず・とμ轡、

　　　　　、1て獅寧を瞭姻解ンモラを幽し碗・・

　　　　　③舶駐留細隙し下叫ll・一．’・‘　ン
　　　・’④デフr終う柄太脚サ及びタイ鰭四七レ
　　　　　　ている∴’．．馳．ピ．・3・…1・・＿
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漫　喚　転　　　の　実験の経過友ぴ結果．∵　　ン　㌶　　、，，匿、．・　　，」。

轟・　　1・・発射，時刻：昭和49年8月2b日1塒3・q分＿，
中　’ 　　　　　　　　　　　　　ピ”　　　…
鴎　　　　　　’　㌧・打上げ場所：東京大学鹿児島宇宙空間勧測所・．■　・

ゐ　　　発．射・角：．上柄、755・志1，∵
の”
寸　　　　　　　　∴∫●’●．．’1　方位角・ヨら乙0ρ　・　！’◆、　　　　　コ
・l
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函⑪澹　㌧㌔．温∵ウ℃㌣1’ 一ケこゴボ∴1・

　　　　　　　　　　地上一風：東北東2糀／s　l’，
　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　ノ

　　　　　　　　ア
　　　　　　　　一’飾段・クツ噸常三韓及び飛し珊蹴発射微秒に

　　　　　　　　そあ切離しが行われた。・この間，寡1段ゴケヅトの燃焼中に寿いで予

　　　　　　　　定どおり’SITVC用噴射液タンク杓の水を連続的に流出させ，流量

　　　　　　　　等の計測を行rた・。回＼∵…・∴ジ’
　　　　　　　　　発射後5、9秒に第2段』ヶゾ峯に装着したヌピンモ冠タが点火し，

　　　　　　　　機体に：毎秒約2．2回転・めス‘ビジが与えちれた6次いで発射後42秒に

　　　　　　　　空した第2段吻1も正常撚焼及び裏面を続耽伸分

　　　　　　　　　　　　　　　’ ゴ’r3「’㌦ 轣E㌧…　　．’
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π　宇霜開発事業団関係

　　　試験用ロケラトイ号機の打上げ実験’　　　『

（1）　実験の概要

　④実験の目的

　　　試験用ロケヅト4号機の打上げ実験は，’ガスジェット制御装置によ

　　　るξ軸制御試験段間部の切離し機構及びアレッジモータの機二二認

　　　謝びに叫ト灘地上設脚警合蝉講r行うこど⑪
　　　を且的としたものである。

　㊥・試験用ロケット1号機の概要
　　　　、，

試験用物砿昭細鞭以降傑Pて聯手脚上
’げ用N’bケレトの打上げに必要左各種試験を行うことを目的としたも

ので，第1段固体ごケッ、ト，第2段液体ロケットの2段式ロケットで

ある。試験用ロヶジト1号機の形状及び諸元は，しそれぞれ図2及び表

・2に示すと寿りである。

　第1段ロケットは；東京大学宇宙航杢研究所で開究されたMロケッ

ト・の第1’ iを倖篤しており，’この飛しょう，中の姿勢安定は，空力安定

’に’よレ保たれる6『’

　第1段と第2褒ロゲヅトの段間部ほ，第1段ロ’ケッドと第2段ロケ

ットを切朧す灘増して紘回し後第圏鍛側写する段間部

上部と第1段側に属する段間部下部より構成されている。段間部上部

には，第2段ロケットの点火に先立ち機体に微少加速度を一与えるため

のナレッジモータ及び第2段ログット飛しょう中の姿勢制御を行うた

めのガスジェット制御装置が，また，段間部下部には切離し後第1段

ゴケットの残留推力による追突を防止するためのレトロモータがそれ

　　　　　　　　　　　　　二6一

翻

　それ装着されて喚る。また，こ：の切離しは，’タイ受の信号に従って，・

がレーシ1朝ナッ扱び分離スプリングによらて行効れる・

　　第2’段ロケッドは∴推進系と’しでダミ」を用らており，こめ飛しょ

　う中の姿勢はガスジェット制御装置を用いた三軸制御によレ保持され

　ゐol

の，実験の経過及び結果

　　　発射時・亥1：昭和49年9：月2日　15時0．0分’・

　　　打上げ場所　：宇宙開発事業団種子島宇宙センター

　　　発　射　角　：上下角　．　・74．フ。・．’．　’パ　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　方位角　　1・06g。

　　‘天　 候：快晴

　　　気　　　温：27℃

　　　地上風：西北西5m沸・

　　第1段ロケットは，．正常左燃焼及び飛しょうを続け，発射後i分17

　診にその切離しが行われた。発射後1分1．9秒に段間部下部に装置，し

　たレトロモータが，また，同1分26秒に段間部上部に装着したアレ

　ッジモータがそれぞれ点火し，正常に燃焼を行ったσガスジェッ，ト制

　御装禮は，第1段ロケットの切離し時から三軸制御を開始した。

　一第2段ロケッ．ト底，発射後5分17秒に最高高度約128㎞に達し

　たのち，発射後6分44秒に水平距離約508㎞の水域に着水した。

　　この間，ロケット搭載電子装置及び関連地上設備は正常に作動し，，

　中距離レーダによるヒーグ追尾，テレメータ計測及び光学計測を行った。

　　なお，今回の打上げ実験に赴いて，，Nロケットの打上げに備えて開

　発中の飛行安全計鉾システムの試験的運用を行った。

　　　　　　　　　　　　　．一7一」・
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．（2）実験緒果の分析・

　　相の試験用・ケヅト」号機ρ打上げ実験に勘ては・ガスジーット

　♂制御装置に：よる三軸制御試験，段間部の切離し機構及びアレッジモーノ

　．の機能確認試験並びにロ’ケットと関連地上設備との整合性の確認試験演

　正常に行われ，所期の成果が得られた6特に：，第1段ロケットの切離し

　時から禰始されたガスジェット制御装置による三軸制御試験り結果は良

　好であり，．予定を大幅に下回る時間内に三軸とも所定の角度に制御して⑪））

　いる。．

　　なま“，飛行安全計算システムの試験的運用に澄いては，一部計算結果が得＼

　られていないが，この原因はレーダデータについで必ずしも十分な信号　　4

　対雑音比が得られなかったことに加えて，・レーダデータを計算シ・グラ

　・ムへ入力する際の信号対雑音比に関する設定条件が不適当であったこと

　によるものと考えられる。

／
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表2 試験用ロケット1号機の諸元

1　　段 ノ・「　ズ

Rーン部
項　　　目

主モータ 補助ブ下家タ 歳憲レ段
露

全1段全長⑳ 　　　　　　　　　　’@　　8　　7
Q
1
，
8
1
5
●

全　　　長⑳　　　　舳 511，925 5，794 1，250 5，300 3，540．

全段最：大外径⑳ t496（1段モー汐ラランジ部）昌

’　　外径⑳
　　1．410
iフランジ部　1μ96） 0，316 1，410 1，400 1，400

全段全備重量〔O 一5．9，5

全備重量〔の
　
　
2
6
．
3
，

’　　4．0 0．9 6．1 2．0

推　進　薬　種 ポリウレタン系 ポリウレタン系

　し

D薬重量的 20．8 2．5

平均推力〔t〕 　＊1
D74．0

　＊1
X9×8

　　　　　吃艨@推　，力〔s〕

＊
1
2
2
0

2萎1
噺

全燃焼時間〔s〕， 61 62

ノズル出口径6・〕 1，048 302

ノズル開口比 囑5．94 3．56

分離　方　式 分離ナッ’ gー分離スプリング

　　　　　　「p　勢　安　定
ﾊ　　一

空　力・・安　定 ガスジェット制御装置：

1デレメトリシステム FM－PMテレメ・ニタ　PCM－PMテレノータ・

■

勃ストラクトシステム 指　令　破　壊　　（・2重系）’　　　　　　　　　　　・

　　　　　一魔P　　SEム　LEV・E：L　．
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　　皿　総合意見

　　　1　東京大学宇宙航空研究所が打ち上’げたL一・4SC－5号機については，

　　　　ロール制御に不具合がみられたが。高精度姿勢基率装置，第1段SITWコ

　　．　用噴射液タンク，太陽セシサ友びタ辱ム・ゼレクタの機能が確認されて

　　　　おり，ほぼ所期の目的を達成した。　　　　　　1

　’　　なお，前記のと誇り．打上ヴ実験の最終段階においてロール制御q不

⑪具合娠や，タイマを停止せざるを翫かったので・不具母は直接関

　　　　係のないテフ・ン・スラスタの実験までも断念する結果となった。こ．の

　　　　点を考慮して，ロケットのシステム設許に誇いては，・起りう亀るあらゆる『

・　　事態を想定し，最大限に実験の目的が果されるよう配慮する必要がある。

　　’2．卓宙開発事業団が打ち上げた試験用ログット1号機については，ガス

　　　　ジェット制御装置による三軸制御試験，段間部の切離し機構及びアレッ：

　　　　ジキータの機能確認試験並びにロケットと関連地上設備どの整合性の確

　　　　認試験が正常に行われド所期の目’的を達成した。

　　　　　な誇，今後の飛行安全計算システムの闘発については，今回行ちた試

　　　　験的運用の結果をもとに，誘導レーダの整備を促進してレーダデータの

◎
　　　　質の改善を図るとともに，計算のための入力信号の質に関する設定条件

　　　　等について検討を加える必要があると考える。

　　　5　信頼性については，これまでの打上げ実験の成果の蓄積によ鉱徐々

　　　　に高言ってきていると考えるが，今後とも一一層の努力を期待する。

　　　　　な澄，む一4SC－3号機のロール制御6不具合の原因究明に際して，

　　　　設計．製作，調整及び試験に係る管理文書に不十分な点がみられたが，

　　　　信頼性を確保する準めに依・単に技術上の問題のみならず・管理上の問

　　　　題も醸腰素であるので今後この点を粉考慮して開発を進める必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　・　昌　一11一



参考『 P

昭和4つ年度8・～9月期贋ケット打上げ
　　　　　　　　　　　　　、
実験の評価について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和849年9月25日

　　　一．．　　　　　　　一・　‘　字宙開’発委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　　定　　●

　昭和49年度8～9月期ロ〃ヅト打上げ実験を評価するため，次により調査

審議を行うものとする。

↑東駄学宇鰍空研究所が行っ岬和49轍第1次観測・ケット実験の

　結果（科学観測の結果を除ぐ）及び宇宙開発事業団が行った第10回ロケッ、

　ト打上げ実験の結果を評価するために必要な技術的事項にっ“て調査審議を

　行う。

2．。1の調査審議は，技術部会に旧いて行い，昭和49年12月末までに終え

　ることを目途とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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参考　2

技術部会長

第一分科会長

宇宙開発委員会技術部会第一分科会構…成員

島
貫
．
田
田
田
村
川
松
　

内
原
田

網
佐
内
黒
高
野
．
船
村
森
山
平
和

　　毅

亦　男

茂　男

泰　弘

茂　俊

民　也

謙　司

馬　也

大吉郎

正　男

子　夫

正　信

　　　　　　　　　　（五十音順）

宇宙開発委員会委県

日本大学理工学部教授

名古屋大学工学部融授

宇宙開発事業団システム計画部長

宇宙開発事業団理事

東京大学宇宙航空研究所教授

郵政省電波研究所鹿島支所長

宇宙開発事業団追跡部長

東京大学宇宙航空研究所教授

科学技術庁航空宇宙技術研究所長

郵政省電波研究所長

東北大学工学部教授
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